
２０２２年度（令和４年度）福山市幼保小連携状況④（年間） 

 

１ 幼保小連携協議会の体制 

    市内の園所・小義務教育学校２２９施設が参加する６３の連携協議会を設置 

      （小義務教育学校…７２校，公立私立を含む就学前施設…１５７施設  計２２９施設） 

 

２ 幼保小連携の内容 

 

 

 

 

 

 

 

   〔幼保小合同研修会〕 

      ・ 連携園所の職員に授業公開（１年生の国語・算数・生活 等）後，子どもの学ぶ姿について交流・

協議 

      ・ 小義務教育学校の教職員が連携園所での保育参観後，園所の子どもの学ぶ姿や環境構成など

について交流・協議 

      ・ 講師を招聘しての講話 

     〔接続を見通したカリキュラムの編成・検討〕 

      ・ 園所・小学校で，興味をもって言葉や数を学んでいる子どもの姿 

      ・ 園所での遊びの経験を活かした生活科を中心とした合科的・関連的な単元 

      ・ 教科間のつながりや単元の実施時期，内容 

     〔幼児と児童の交流活動〕 

      ・ 園所の子どもたちが生活科（秋まつり，冬の遊び，昔の遊び体験 等）の授業へ参加 

      ・ １年生が園所へ行き，お店屋さんごっこの活動へ参加 

      ・ 園所の子どもたちが運動会や音楽発表会，避難訓練などの行事への参加  

 

３ 連携協議会の内容 

                        ○ 内容の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 連携・接続が発展する過程の状況 

項目 校数 割合 

校区での幼保小合同研修会 72 校 100％ 

接続を見通したカリキュラムの編成 70 校 97.2％ 

接続を見通したカリキュラムの検討 68 校 94.4％ 

連携園所の職員による授業参観 67 校 93.1％ 

小義務教育学校の職員による保育参観 64 校 88.9％ 

幼児と児童の交流活動（行事，授業等） 62 校 86.1％ 

 

実施回数 校数 

２回 １９校 

３回 １９校 

４回 １４校 

５回 ８校 

６回 ３校 

７回 ６校 

８回 ３校 

 

・保育，授業参観及び参観後の交流，協議 

・園所や学校での保育・教育内容についての交流，協議 

・接続を見通したカリキュラムの編成，検討 

・交流活動のねらいの確認，打ち合わせ，実施後の振り返り 

・生活科の授業の学びづくり案検討  

・個の子どもの交流 

・「言葉と数」の調査分析結果の共有 等 

 

ステップ３以上…授業・行事・研究会などの交流が充実し，接続を見通した教育 

課程の編成・実施を行っている。「文部科学省実態調査ステップ０～４」より 

２０２１ ２０２２ 

１８校 ５９校 

 


